
 
 

 
 

住人十色
～ 共 に 生 き る ～
色々な人が住む三芳町。その中には生活しづらいと感じる障が
いのある人もいます。一人ひとりが個性を理解し、共に生きる
ことができるまち、誰もが活躍できる社会へ。今月の特集は「住
人十色」。障がいを知り、理解することを考えてみませんか。

約 20 人に 1 人、 
何かしらの障がいがある

障害者手帳などを所有せず、長引く病気

やけが等で、日常生活にしづらさを感じ

ている人も対象として調査した結果、日

本の障がい者の総数（推計値）は 787.9

万人※とされ、人口の約 6.2％、約 20 人

に 1 人が何かしらの障がいがあるとされ

ています。
※厚生労働省 平成 23 年せいかつのしづらさに関する調査から

手話言語条例制定

あいサポート運動

視覚的に表現する言語の「手話」。音声言

語である「日本語」。それぞれの言語を尊

重し、共に生きる社会をめざし、昨年 12

月 10 日に三芳町手話言語条例が施行さ

れました。県内では朝霞市に次ぐ２番目、

町村では県内初。

平成 21 年に鳥取県から始まった、障が

いのある人が暮らしやすい共生社会を皆

さんと一緒につくっていく「あいサポー

ト運動」。三芳町と富士見市も推進する協

定を平成 26 年 10 月に鳥取県と締結しま

した。１時間半の研修を毎月実施し研修

修了者にはハートが重なったバッジを贈

呈。「あいサポーター」として、自分がで

きる範囲で、障がい者へのサポートを行っ

ています。

写真：福祉喫茶ハーモニーで働く
ダウン症の村上智香さん。春雨５
パックを 30 分程度の時間をかけ
て、きゅうり、ニンジンなどの具材
にばらつきがないように、重さを量
りながら丁寧に詰めていく。単調な
作業でも集中する瞳が印象的。
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寿司、天ぷらと並ぶ代表的な日本料理「そば」。
実は知られていない、そばの生産地、三芳町。
今月の特集は、身近にある三芳町の「そば」と
そばに携わる人たちの想いに迫ります。

MIYOSHI 2MIYOSHI3


